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山口農林総技セ研報（Bull.Yamaguchi Agri. & For. Gen. Tech. Ctr.) 6 : 13-20. 2015. 

新品種 fはなっこり－MEJと円まなっこり－LJの

品種の特性を活かした栽培方法と作製

藤井宏栄・日高殿生・片川i聖＊

Cultivation Methods and Cropping’fype Utilizing the Varied Characteristics of the New 
Species of Resynthesized Brassica nap us cv. 'Hanakko抗措E’and官anakkoriL'

Kouei Furn, 'Ieruo HIDAKA and Satoshi KATAKAW:ど

Abstract: Cultivation methods for the new resynthesized Brassica nap回収宜anakkorih四’and宜anakkori

L' were examined in order to establish the best cultivation techniques and achieve long term stabili匂Tfor 

shipping and production. For high quali匂rand productivi匂1,the best timing for thinning of the五rstbudwas 

when it grew to plant height. Yields su血cientfor operation were ob組血edapplying the entire quantity of 

3.0kg/a nitrogen as basal fertilization, using a 50 day controlled release fert:出zer.A cropping勾rpemodel for 

Yamaguchi Prefectme was constructed using the new and pree氾stingc吐.tiv紅sof Hanakkori where官狙’is

planted in coastal areas in early”October and shipped from December to February and planted in hilly位・eas

in mid欄Octoberand shipped 企omFebruary加 Mar℃h.む isplanted血 hilly出idmountainous areas in 

mid-October and shipped企omM担・chonw田・d.

Key Words ：：伽tilization,long term shipping s旬b出ty,time of pl紅白ng,time of thinning 

キーワード：長期安定出荷、施肥、摘芯、定植時期

緒言

合成ナフ。スはなっこりーはサイシンとブロツコリ

ーの種間雑種として育成され、 1999年8月に品種登

録された山口県のオワジナノレ野菜である（松本ら，

1997）。その後、花茎部分を収穫対象とする軽量野菜

であることや、お部主容易であることから生産者の、

そして食味の良さから消費者の支持を得て、県内各

地で意思音面積を拡大していった。耕吾語積が拡大し、

生産量が増加してくると、より多くの販路拡大が望

まれるようになったO しかし、はなっこりーは時様

性や低温伸長性が劣り、年明け後の安定した生産が

困難なことから、市場や量販店が求める長期安定出

荷への対応が評題となり、販路の拡大が進まず、2005

＊現在：光市役所

年を境に和音面積が頭打ち状態になった。その後、

年明け後の低櫨期主陸部こ適した新品種 fはなっこり

~MEJ （以下 IMEJと省略）と「はなっこりーL」（以

下「LJと省略）が2010年に育成され（藤井ら，2012）、

県内の各産地へ普及されることとなった。そこで、

新品種の捕芯、施ni::、怠髄時期といったお音方法を
検討した。そして、 9月から翌年5月まで、のはなっ

こりーの長期安定出荷に向けて、従来の「はなっこ

りーjを含めた3品種で構築した作型を検討したの

で報告する。

本訴験を遂行するにあたり、現地部験に協力いた

だいた山口県農林水産部の関係機関、全農山口県本

部、農業協同組合、そして生産者の方々に感謝の意

を表す。
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新品種「はなっこりーME」と「はなっこりーL」の品種の特性を活かした栽培方法と作型

材料および方法

1 「ME」、「L」の摘芯時期の違いが収量と品質に及

ぼす景建

誠実は、山口県農林総合技材示センターの82号田で

行った。畝幅 1.6m、株間 40Cillの二条植えとした。

目酎斗は、緩効性RE料の70日タイプを22kg/a(N成分

4. Okg/a）用い、黒色ポリエチレンマルチをし、全量

基肥で施用した。両品種とも、 2011年の9月 20日

にセルトレイ（128穴）吋番種し、同年 10月 11日に

露地圃場へ定植した。摘芯時期の違いによる収量と

品質を調査するため、頂花奮を確認できた時点で摘

芯する区、頂花蓄が伸長し、草高と同程度の位置に

達した時点で摘芯する区、頂花昔が伸長し、開花し

た時点で摘芯する区の3処理区を設けた（第1図）。

摘芯位置は摘：芯後の傷痕が大きくならないように、

先端部の花昔だけを摘み取った。各区は20株3反復

とし、同一圃場にランダムに配置した。収量調査は

花茎を収穫後、はなっこりーの出荷規格に合わせて

側枝長20Cill、17Cill、15Cillで、調製し、重量を測定し、

単位面積当たりの収量を算出した。収穫の終了は花

径の太さが直径5醐以下になる頃とした。また、は

なっこりーの出荷規格では、花径の太さが 14mm以上

になると優品扱いとなり品質が低く副司面されること

から、収穫調製した花茎の切り口部分の直径を計測

し、 14阻以上の太い花茎の発生割合を算出した。

2 肥料のタイプおよび量が「ME」と「L」の収量に

及ぼす影響

試験は、山口県農林総合技術センターの72号田で

第1図 各摘芯時期における「ME」株の様相
A：頂花奮が確認できる状態
B ：頂花奮が草高位置
c ：頂花奮が開花

行った。栽植密度は試験1と同様にした。試験は

2011年と 2012年の2か年で、行った。畝は黒マルチ

を基準とし、両品種とも 2011年は育苗3週間の百を

10月 11日に定植した。施肥は従来のはなっこりー

の｜貫行法に従い全量基肥で施用した。用いたRE料の

タイプは、窒素成分が緩効性の50日タイプと 70日

タイプの2種類で、あった。これらの日回斗は即効性肥

料と緩効↑胡巴料が各々50%の構成になってし、る。ま

た25°Cの条件下で、 50日タイプは約 50日で緩効性

肥料の80%が溶出し、70日タイプは約70日で緩効性

肥料の 80%が溶出するようになっている。対照区は

緩効h胡巴料の70日タイプで窒素成分量4.0kg/aとし

た。訴験区は、緩効↑封巴料50日タイプで窒素成分量

4.0kg/aと対照区と同タイプの目巴料を用いて施肥量

を窒素成分で 1.5倍にした 6.0kg/a、1/2倍にした

2.0kg/a、対照区と同タイプ・同量の目問斗に2月上旬

と3月上旬に追肥として燐加安 14号を各 2.0kg/a

加える区、そしてマルチ無しの対照区と同様の施肥

区を設けた。各区は20株3反復とし、同一圃場にラ

ンダムに配置し収量調査を行った。収量調査は花茎

を収穫後、はなっこりーの出荷規格に合わせて、側

枝長20Cill、17Cill、15Cillで、調製し、重量を測定した。

また、 一本重が50gを超える花茎は規格外として収

量には含めなかった。収穫開始から収手葺終了までの

全期間にわたり、単位面積当たりの収量を算出し、

月ごとの収量と主制又量を求めた。収穫の終了時期は

試験1と同様にした。

2012年は育苗3週間の苗を「肥」は10月 10日に、

「L」は10月 19日に定植を行った。施肥は2011年

の結果を踏まえ、緩効↑胡巴料70日タイプで窒素成分
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藤井宏栄・自 輝雄・片川製

筆1素 描；~~ま期の違いが収量と韮茎の本去に盈 iま主盤整z{2011隼｝

処理夜

頂花視認、時機芯

瑛花草高時t寓芯
開花時摘芯

210月11日定植

平均繍芯総収量

日 (kg/a) 

11/14 47 

11/28 47 

12/9 45 
v 
n. s. 

MEY 

太い花茎wの密l
合（話）

65. 4av 

46.0 b 

31. 8 c 

Lx 

平均織芯 総収量 太い花茎の割合

日 (kg/a) （弘）

12/1 100 36. Oav 

12/21 100 26.8 b 

1/5 109 31. 6ab 
v 
n. s. 

YMEの収穫期間は11月24日から収穫不可能となった2月2713まで

XLの収穫期間は12月9日から花茎の直径が5醐以下となった4月17日まで

官太し、花茎l士、はなっこりーの出荷規格から優品となる花茎直径14mm以上のものを示す

VT臼key検定包括）で異なる英小文字は有意差が有ることを示し、 n.sf士有意差が無いことを示す

4.0kg/aを対照区とし、緩効↑却問斗50日タイプで

窒素成分量4.0kg/a区と窒素成分量3.0kg/a区を設

けた。全処理区の畝に黒マルチをし、各区は20株3

反復とし、間一圏場にランダムに配置し、 2011年と

同様に収量調資を行った。収穫の終了時期は、試験

1と同様にした。

3 「目白、「しjの定植時期の違いカ叫又量に及ぼす影

盤

訴験は、山口県農林総合校術センターの62号田で

行った。栽植密度と施肥は試験1と同じ条件とし、

試験は2011年と 2012年の2カ年で行った。両品種

とも、育詰期間が3週間になるように播種し、 2011

年は9月5告から 11月9日まで、 2012年は9月18

日から 10月25日までおよそ10日間隔で定植した。

各区は20株3反援とし、間一闘場にランダムに配蓋

し、収量調査を行った。収量調査は訴験2と同様に

行い、総収量と月間収量を算出した。 2012年の3月

には、凍霜害を受けた後の腐敗などによる損傷翻支

を定植時期ごとに調査した。

定植時期の違いによる月別収量の年次変動を見る

ために、「MEJについて10月5目前後に怠髄した2009

年、 2011年そして 2012年の収量データと平均気温

を、 10丹訪日前後に定植した2008年から 2012年

までの収量データと平均気温をそれぞれ謹理した。

2008年から2010年までのi技量調査も 2011年、 2012

年と同じ和音、調査方法で行ったものである。

更に、山口県のはなっこりーの主要産地における

「胞Jの収量特性を把握して、今後のお音に活用す

るために、 2011年と 2012年にわたって各産地の収

量データを収集した。耕音は、はなっこりーの和音

基準に従し、行ったO

結果

1 f班j、「しJの摘芯時期の違いが収量と品質に及

ぼす景簿

f舵Jの収穫期間は11月24日から収穫不可能と

なった2月27日まで、 fl」の開繍間は12月刊

から花径の直径が5翻以下と細くなった4月 17日

までとした。 f瓶jも rLJも摘芯時期の違いで総収

量に有意な差はみられなかった。しかし、 rME」では

］頁花欝が開花する頃に、 rL」では草高と同じくらい

の長さの頃に摘芯することでそれぞれ 31.8%、

26.8%と太い花茎の割合は有意に減少した（第1表）。

2 肥料のタイプおよび量が明白と fLJの収量に

及ぼす景簿

2011年の「ME」の収量は、マルチ無し区で、3lkg/a

と有意に少なくなった他は、肥効タイプの違いや追

肥の有無による差はなかった（第2表）。 rLJはマノレ

チ無し区と窒素最2.Okg/a （慣行の 1/2倍最）区で

総収量がそれぞれ72kg/a、75kg/aと有意に少なくな

り、月別収量では2月から有意な差として現れた。

逆に窒素量6.Okg/a (1貴行の 1.5 f音量）区でも収量

の増加は認められなかった。

2012 年でも、問品種とも本~又穫期間で緩効t担割斗

の肥効タイプの違いによるq又量への有意な差は見ら
れず、月別収量で、も差はなかった（第3表）。また、

施肥窒素量の違いによる総収量や月別収量への影響

もなかった。

3 f臨む、 fLJの定植時期の違いが収量に及ぼす影

響

「MEJの総収量は、 2011年、 2012年とも 10丹中旬

頃定植で有意に増加し、それぞれ最大で

165kg/aと174kg/aで、あった（第4表）。 2011年の
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新品種「はなっこり一郎」と「はなっこり ~LJ の品種の特性を活かした栽培方法と作型

第2表 緩効性肥料のタイプおよび最が収量に及ぼす影響z(201 1年）

試験区 MEの総収 Lの収量件以a2官

基肥N量追肥xλ マルチ肥効タイプ
(k /a) 

量Y(kg/ a）総収量 12月 1月 2月 3月 4月

緩効性肥料50日 4.0 生E 有 54a 124a 2 7 29a 44ab 42.a 
緩効性肥料70日 4.0 銀 有 49a 114a 3 10 21ab 44ab 37ab 
緩効性肥料70日 4.0 無 盤 31 b 72 b 3 11 c 34 b 23 be 
緩効性肥料70日 4.0 有 有 51a 132a 3 7 27a 48a 47a 
緩効性肥料70日 6.0 鉦 有 49a 113a 4 10 29a 33 b 38ab 

緩効性肥料70日 2.0 査E 有 46a 75 b 3 6 18 be 30 b 18 c 
n. s. n. s. 

zlO月IHI定植

YMEの収穫期間は11月から 1月

X追肥は燐加安14号を 2丹上旬と 3月上旬に各2.Okg/a施した

官異なる英小文字はTukey；検定（5%）により有意差があることを示し、 n.s.は有意差がないことを示

す

第3表 緩効性肥料のタイプおよび量が収量に及ぼす影響（2012年）

品種 定植臼 試験区
総収 土SD212月 1月 2月 3月 4丹

基肥N量
肥効タイプ

(kg/a) 
(kg/a) (kg/a) (kg/a) (kg/a) (kg/a) (kg/a) 

ME 10/10恋愛f子性肥料5013 3.0 183土12 21 59 103 

緩行性肥料50日 4. 0 156土9 15 49 92 

緩行性肥料70臼 4. 0 154士6 18 48 86 

n. s. n. s. n. s. n. s. 

L 10/19緩行性肥料50日 3.0 169± 13 9 103 57 

緩行性肥料50日 4. 0 169土1 7 106 56 

緩行性肥料7013 4. 0 170±9 10 112 47 

n. s. n. s. n. s. n. s. 

2SDは標準偏去を表す

Yn. s.はTukey検定（5%）の結果有意差がなかったことを示す

11月以降の志植では109kg/aと有意に減少した。

また、2011年の9月中旬から10月上旬定植や2012

年の9月定植では総技量は有意に減少し、最小値は

72kg/aで、あったO次に月別の収量についてみてみる0

11月に高い収量が得られたのは9月上中旬怠植で

あった。 12月に高い収量が得られたのは2011年で

9月から 10月上旬、 2012年では9月中下旬定植で

あった。 1月に最も収量が得られたのは両年とも 10

月上旬定植で、あった。 2月に高い収量が得られたの

は2011年で10月中旬、 2012年で10月上中旬志植

で、あった。 3月に高い収量が得られたのは2011年で

10月中下旬、 2012年で10月上旬から下旬怠植であ

った。 4月に高い収量が得られたのは2011年で 10

月中旬以降、 2012年で10月下旬志植で、あった。

「L」の総収量は、 2012年は定植時期による有意

差はなかったが、 2011年は 10丹上中旬が、その前

後の定植期に比べて有意に増加し、 10月17日定植

で最大の193kg/aとなった（第4表）。また、 2011

年の9月怠植と 11月掛誼では、有意に五割又量が減少

した。次に月31J収量についてみてみる。 12月に高い

収量が得られたのは 2011年で9月上旬から下旬、

2012年で9月中句匙捕で、あった。 1月に比較的高い

収量が得られたのは2011年で9月上旬から 10月上

旬、 2012年では9月中下旬樹直で、あった。 2丹に高

い収量が得られたのは2011年で10月上句、 2012年

で9月下旬から 10月上旬定植で、あった。 3月に高い

収量が得られたのは2011年で10月上旬から下旬、

2012年で9月中旬から 10月下旬志植で、あった。 4

月に高い収量が得られたのは両年とも 10月中下旬

定植で、あった。

怠植時期の違いによる株の損傷率は、両品種とも

9月に定植することで有意に多くなった。特に「肥J

は、 9月18日怠植のように平く定植すると 88.4出と

撮めて多かった（第5表）。

次に「ME」の10月上旬矧誼における3か年のデー

タをまとめた（第2図）。月別収量は、平均気温の変
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と「LJにおける定植時期の違いによる収量特性（201l、2012年）

総重量Z 10月 1 1月 12月 1月 2月

(kg/ a) (kg/ a) (kg/ a) (kg/ a) (kg/ a) (kg/ a) 

129 abc 20 65 36 9 0 
77 cd - 43 26 8 0 
80 cd - 29 38 9 4 
72 d - 1 47 16 6 
165 a - - 6 13 32 
142 ab －一一 1 8 
109 bed 一 一 一 一 －
129 be - 39 34 15 14 
105 c - 16 35 10 16 
152 ab 1 9 33 36 
174 a 一 一－ 6 51 
170 a - - - 9 
150 b 5 67 33 19 9 
132 be - 33 42 22 13 
103 cd - 14 42 17 15 
160 ab - - 9 22 25 
193 a - 1 8 16 
134 be 一 一
主主ー」
192 
177 
192 
181 
151 
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輝雄・片川

33 
1l 

13 

宏栄 ・日高藤井

第~」旦」
定植日

9/5 
9/16 
9/27 
10/6 
10/17 
10/28 
斗4
9/18 
9/25 
10/5 
10/15 
lOL語
9/5 
9/16 
9/27 
10/6 
10/17 
10/28 
斗4
9/18 
9/25 
10/5 
10/15 
10/25 

年次

2011 

2012 

201l 

2012 

品種

ME 

L 

Z同一品種 ・年次の異なる英小文字はTukev検定（5先）により有意差があることを示し、 n.s.は有意差がないことを示す

化に伴し、低温期で収量が少なく、気温上昇に伴し、増

加し、どの年も主要な収穫は 12月からとなった。そ

して 2011年を除いて3月に再び収量が増加した。

「肥jの10月中旬定植については、5カ年分のデー

タをまとめた（第3図）。これによると年明け後、平

均気温の上昇に伴って月別収量が増加する傾向にあ

った。主要な収穫は1月からとなるが、概ね2月か

ら収量が多くなり、 3月に収量のピークを迎えるパ

ターンを示した。

山口県の各蝉或における「肥」 の収量霜賓をみて

みる（第6表）。2011年も2012年も山口県沿岸部で

は lOOkg/a以上の総収量が得られ、 200kg/aを超え

る地域もみられた。月別収量は、多くの地域で1月

から概ね20kg/a～50kg/a程度得られていたが、年あ

るいは定植時期によって 12月からあるし、は2月か

ら多くなる地域も見られた。また、いずれの地域も

定植時期の違いによる株

の掲傷率 （2012年） z 
定植日

第 5表

品種 y 

L 

9/18 88. 4a 

9/25 66. 1 b 

10/5 29. 7 

10/15 18. 6 c 

10/25 0. 0 d 

9/18 22. Oab 

9/25 24. Oa 

10/5 5. 9 be 

10/15 3. 3 

10/25 0. 0 c 

z株の損傷率は 3月下旬に調査 した
Y異なる英小文字はTukey(5覧）で有意

差があることを示す

損傷率（%）

c 

c 

ME 
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の品種の特性を活かした栽培方法と作型「はなっこりーL」と新品種 「はなっこりーME」
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山口県内の各地域におけるMEの収量実績（2011、2012年）

定植日 月別収量（kg／日）

11月 12月 1月 2月

9 36 29 42 

11 19 31 23 

0 1 55 47 

0 2 23 24 

0 0 21 71 

0 6 25 27 

0 3 46 39 

0 31 13 3 

1 47 16 6 

0 7 4 21 

0 3 15 17 

4 25 29 35 

0 9 17 35 

0 2 20 47 

0 0 30 102 

0 0 0 37 

0 0 4 66 

0 8 28 56 

0 18 37 54 

0 4 19 27 

1 9 33 36 

筆6表

地区

9/29 

10/3 

10/9 

10/12 

10/15 

10/20 

10/25 

10/3 

10/6 

10/10 

10/12 

9/28 

10/4 

10/8 

10/11 

10/15 

10/16 

10/20 

10/24 

10/3 

10/5 

下関市吉見

萩市大井

岩田市通津

阿武町奈古

山口市名目島

岩国市由宇

光市室積

山口市鋳銭司

山口市大内

長門市三隅

山口市鋳銭司

下関市大字吉見

阿武町奈古

長門市日置

山口市名田島

岩国市通津

山口市名田島

熊毛郡平生町

光市室積

長門市真木

山口市大内

区分

2011沿岸部

中間地

年

2012沿岸部

中間地

りやすし、特性がある（藤井ら， 2012）。そこで、花茎

の太さをコントローノレするため、摘芯時期の訴験を

行った結果、「肥」も「LJも摘芯時期の違いによる

総収量に有意な差はなかった。しかし、花茎の太さ

では有意な差がみられた。つまり、「肥」では頂花膏

が開花を始める頃、 「LJでは頂花膏が草高と同じく

らいの長さから開花を始める頃に摘芯をすることで

太い花茎の割合を減少させることができた。従来の

「はなっこりー」は頂花蓄が見え、その直径がlcm

程度になった頃に主茎葉数を8枚程度残して摘芯す

るようになっている（陶山ら， 2011）。「舵」や 「LJ

では、摘芯を遅くすることで花茎の太さをある程度

コントロールすることが可能で、頂花奮が草高と同

じくらいの長さから開花を始めるくらいで摘芯する

と秀品の割合を高めることができると考えられた。

-18 

察

「ME」、「L」の摘芯時期の違いが収量と品質に及

ぼす景簿

農伊防生産において収量の向上は重要であるが、

同時に品質の向上も重要である。はなっこりーの出

荷規格は花茎の太さで等級が分けられており、秀品

として扱われるのは直径8聞から 1伽mまでのもの

である。「ME」と「LJは低温伸長性と収量性は従来

の「はなっこりー」よりも優れるが、花茎が太くな

3月に収量が増加する傾向がみられた。

一方山口県中間地では、市釦収量が lOOkg/aに満た

なかった地域がほとんどで、あった。特に 10月上旬に

定植すると、少なくなることが多かった。

考

1 



藤井宏栄・日高輝雄・片J11 聖

2 肥料のタイプおよび量が「臨むと「LJの収景に

及ぼす影響

新品種の多収を目指した最適施把量を明らかにす

るために、 2年にわたり施肥訴験を行った。施肥体

系の基本は、年明けどりのブロッコリーなどの露地

野菜の作型で出緩効悶悶斗の全量全面封融制巴が有

効とされている（日罷ら， 1997、白井ら， 2001）よ

うに、はなっこりーでも施肥労力の減少と施肥効率

の向上のために、緩効f割問斗を用いた全量基肥施用

を栽培の基本としている。従って本訴験で、fj:;緩効性

肥料につし、ての鵠験を裁草した。緩効闘聞のタイ

プについては窒素ni::i.;f~の溶出期間が、 50 日タイプ、

70詰タイプのどちらで、も収量に影響はなかった。施

肥量はポリエチレンフィノレムによるマルチ耕音を前

提にすれば、窒素成分3.0kg/aで4月までの収穫に

は十分であることが分かり、従来の3/4最に減少さ

せることができ、経済的にも有効であると考えられ

た。ただし、持品種ともに10月に定植した場合、

3.0kg/a、4.0kg/aのいずれでも、 4月には葉色

は淡くなっており（データ無）、葉色からはijt:;料切れ

の様相が伺えた。従って、 5月以降も収穫を継続し

ていくならば、追記は必要と推測された。ただし、

1月や2月のような低温期に追肥をしても外気祖が

低し、ためすぐに肥効l詐取しず、気温が上昇し始めた

3丹後半から4月にかけて葉色が濃く回復する様相

を示した。また、本試験期間中は収量にも有意な差

は現れなかったが、 5月まで調査を行えば追肥の効

果が収量に現れると推定している。本施肥訴験から、

50日タイプの槻＇1r剖巴料の窒素量3.0kg/aの全量基
肥で4月までで経営的に十分な収量が確保できると

考えられた。

3 f日巨J、ruの定植時期の違いが収量に及ぼす影
響および作裂の桧討

ブロッコリーで、は作型に合った品種を活用して播

種期をずらし、長期連続生産を可能にしている（馬

場・相星， 1994、福元ら， 1995）。収量の向上を図る

ため、品種の特性を十分に発揮させ、品種に適した

定植時期を見出すことは、はなっこりーにおいても

長期安定生産を実現していく上で重要である。本試

験では2011年と 2012年の2年にわたって「肥」と

「LJの和音に適した定植時期の詐搬を行った。また

同時に年次変動を考慮した総合的な考察を行うため、

「臨」について過去のデータを集計して丹原jの収量

パターンを検討した。

第4表に示したように、 2011年と 2012年の結果

から「舵jは10月中下旬定描、「LJは10月上中旬

崩輩で総収量が最も多くなった。一方、制掛りなの

は、 2011年では高品種ともに9月定植で著しく収量

が減少していることである。これはこの年の定詰後

から 11月の高気温での推移と、その後の1丹、 2丹

にわたる激しい寒波に遭遇した影響であると考えら

れた。このことは、第2臨の気混の推移からもうか

がえる。収穫開始後に厳しい低温が続くことは好ま

しくないものと考えられた。実際に、この寒波後、

即ち2月以降からの収穫が多くなった 10月中下旬

定植の作型では収量減少の影響をあまり受けなかっ

た。また厳寒期を経過後、 3月における定植時期7:Jlj

の株の損傷度を示した第5表の結果からも、この低

温の影響は、特に IMEJの方が受けやすいと考えら

れた。「間jは9月匙植では年内から収穫となるため、

収穫して花茎を新り採るごとに増える株の傷と 1月

から2月の凍害との影響で損傷を受けやずくなる。

一方、「LJは9月蝕直でもほとんどが年明け後から

の奴穫となり、「肥」ほど収穫後の傷が多くないこと

も株の損傷が多くならない要因ではなし、かと考えら

れた。ただ、し、「LJの9月定植は、出菅までの栄養

生長が過大になりやすく、第一次制校が出碕規格を

超える太さになりやすい欠点もある（藤井ら，2012）。

これらのことから、その年の気象による変動はあ

るものの、両品種とも 10月中旬ころに怠植すること

で総収量が安定すると考えられた。しかし、「LJは

晩生種で本来3丹以降に収穫することを目指した

（藤井ら， 2012）品種であるため10月中旬崩壊でよ

いが、「眠」は10月中却に定植すると主に2月以降

の収穫となり、 3月や4月に「LJと収穫が重なって

しまう。はなっこりーの長期安定出荷を実現する場

合は「ME」による 12月から2月までの収穫作型が必

要である。第2図をみると年による変動はあるが、

10月上旬定植で概ね 12月から2月までの収量を確

保できる可能性があるとみられた。加えて、第6表

の山口県内各産地の定植時期と月別収量データをみ

ると、 2011年に寒波の影響で中間地の農林総合技術

センター圏場では収量が激減した年でも、沿岸部の

産地では滅院とはならず、 1月や2月の収量が確保

できていた。従って、「肥」で12月から2月の収量

を確保した上で、総収量の安定を鴎るためには、県

沿岸部の産地に限定した 10月上旬定植を行うこと

が望ましいと考えられた。以上のことから山口県と

Q
d
 
－sム



新品種「はなっこりーME」と「はなっこりーLJの品種の特性を活かした栽培方法と作型

0播種 ×定植 口収穫 ・収穫ピーク
品種 地域 6月 7月 8月 9月 10月 1 1月 12月 l月 2月 3月 4月 5月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

はなっ こ 中山間 。一ー圃園田 × 
りー 沿岸部 。一一 × 

沿岸部 。1---ー一×ME  
中間地 IO × ー

L 中山間 。阿国圃圃一 × 
第4図 山口県内ではなっこりーを長期安定出荷するための作型図

してのはなっこりーの長期安定出荷を図るためには、

第4図のように従来の 「はなっこりー」で年内収量

を確保し、中早生品種の IME」を県沿岸部では 10

月上旬に定植して12月から2月の収量を、県中間地

では 10月中旬に定植して2月から3月までの収量

を確保する。そして晩生品種の 「L」を県中山間部で

10月中旬に定植して3月以降の収量を確保する作

型がょいと考えた。

以上、本研効吉果に基づく品種に適した栴芯時期、

定植時期そして施肥量は、 今後はなっこりーの耕音

基準に反映させることで、はなっこり一生産の拡大、

経営安定そして長期安定出荷への基盤となることを

期待したい。

摘要

新品種 「はなっこり－MEJと「はなっこりーLJの

耕音方法を確立し、はなっこりーの長期安定出荷を

図るために耕音言明換を行った。新品種の高品質・高

生産のための効果的な摘芯時期は、頂花蓄が草高位

置以降になった時で、あった。施肥に関しては、緩効

↑胡巴料の50日タイプを用いて窒素成分で3.0kg/a

を全量基肥で施用することで、経営的に十分な収量

を確保できることが判明した。また従来の「はなっ

こりーJと新品種を組み合わせ、長期安定出荷を考

慮した作型として、「ME」は山口県沿岸部での10月

上旬定植 ・12月から2月出荷、中間地での 10月中

旬定植 ・2月から3月出荷、「L」は中山間部で 10

月中旬定植・3月以降出荷の作也組合せモデ、ルを構

築した。
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